
学校番号 205 

平成 31 年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の表現と管理 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「情報の表現と管理」 （実況出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報産業や社会における情報の表現や管理にはコンピュータの活用が不可欠です。コンピュータを

活用した情報の表現や管理にかかわる実習を通して、情報手段や法規、コンピュータの特性などに

ついて体験的に学習し、情報化社会において主体的に参画できる力を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・情報を収集、整理、加工、表現するなどの活動を適切に行うために必要な基礎的な知識と技術を 

習得させ、情報を目的に応じて適切に表現するとともに、管理し活用する能力を育てる 

・コンピュータやアプリケーションソフトウェアなどを目的に応じて活用する方法を身に付け、 

情報の表現や管理に情報手段を積極的に活用することができる主体的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・問題を多面的に吟味

し、解決方法を模索す

る態度 

・自らの情報活用を振

り返り、評価し改善し

ようとする態度 

・情報の表現と管理に

コンピュータを積極

的に活用し、主体的に

情報活用をする態度 

・問題の発見、解決に

向けて情報技術を適

切かつ効果的に活用

する力 

 

・情報の管理に関する

法規の目的について

考え、情報技術者とし

て情報を適正に判断

する力 

・目的に応じた情報

の整理、抽出、管理

に必要な情報技術を

適切に扱っている 

・プレゼンテーショ

ン資料の作成技法、

情報機器を利用した

発表技法、口頭や態

度で情報を伝えるた

めの技法を身に付け

る 

・業務でよく利用さ

れる文書の構成、定

型化、作成目的など

の構成の理解 

・情報を扱う上での

個人の責任について

理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

筆記プリントの記述 

実習作品 

レポート、発表 

積極的発言・発表 

相互評価・自己評価 

等 

学習状況の観察 

筆記プリントの記述 

実習作品 

レポート、発表 

積極的発言・発表 

筆記試験の結果 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

課題作品 

発表 

実技テストの結果 

等 

学習状況の観察 

筆記プリントの記述 

筆記試験の結果 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

情
報
と
表
現
の
基
礎 

○メディアの種類と特性 

 ・文書 

 ・図解 

 ・音 

 ・画像 

 ・動画像 など 

 

○コミュニケーションの基礎 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a メディアの種類と特性に興味を

もち、学習に積極的に取り組も

うとしている 

b: メディアの特性やコミュニケ

ーションの目的や活用について

考え、より効果的な表現を考え

工夫することができる 

c:アプリケーションソフトウ

ェアを活用して様々な情報を

分かりやすく表現するための

技法を習得している 

d: 効果的なコミュニケーショ

ンを行う際の情報の役割、情報

を表現するために用いるメデ

ィアの特性や役割について理

解している 

授業観察 

出席状況 

実技プリント 

レポート 

発表 

実技作品 

筆記試験 

情
報
の
表
現
技
法
・発
信 

○さまざまなメディアによる 

表現の基礎や編集 

 

○情報通信ネットワークの 

 役割や活用方法 

 

○情報機器を利用した 

発表技法 

・レイアウトや配色 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a: 情報通信ネットワークや発信

に関心をもち、発表に活かそう

としている 

b: レイアウトや配色など視覚

表現に関するデザインについ

て考え、目的に応じて組み合わ

せた分かりやすい文書を作成

することができる 

c: 情報通信ネットワークの利点

を活用して情報を発信するた

めの基礎的な知識と技術を習

得している 

d: 情報通信ネットワークの特

性、役割や活用方法について理 

解している 

授業観察 

出席状況 

実技プリント 

レポート 

発表 

実技作品 

筆記試験 



２
学
期 

情
報
の
管
理 

○ドキュメンテーション 

 

○情報セキュリティ 

 

○情報の管理に関する法規 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:情報セキュリティの仕組み

に関心をもち、情報通信ネット

ワークを安全に活用しようと

している 

b: 文書の構成、定型化、作成

目的について考え、効果的に組

み合わせて表現することがで

きる 

c: 情報セキュリティや法規に

配慮した情報や文書などの管

理手法を習得している 

d: 情報セキュリティや法規を

理解し、適正に活用することが

できる 

授業観察 

出席状況 

実技プリント 

実技作品 

筆記試験 

３
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
の
管
理
と
活
用 

○ファイルと階層構造 

 

○表計算ソフトウェアによる 

管理と活用 

 

○これからの情報社会 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:情報社会において、情報の発

信者および受信者として、適切

に行動しようとしている 

b:ファイル管理などの情報扱

い方について考え、活用するこ

とができる 

情報社会における情報の必要

性や重要性について考え、正し

く取り扱うことができる 

c:表計算ソフトウェアなど

を利用して情報を蓄積、整

理することができる 

d:目的に応じて適切に情報を

整理し、抽出し、管理するため

の基礎的な知識と手法を理解

している 

授業観察 

出席状況 

実技プリント 

実技作品 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


